
田辺市田辺市田辺市田辺市田辺市議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

　12月定例会は、11月26日に開会し、12月18
日まで23日間の会期で開催されました。
　田辺市営住宅条例の一部改正や平成20年度
一般会計・特別会計等の各種補正予算など市
長提出議案19件と議員提出議案３件をすべて
原案のとおり可決しました。
　このほか専決処分事項についてを承認し、
人権擁護委員候補者の推薦については「異議
なし」としたほか、意見書１件を否決しまし
た。
　なお、９月議会で常任委員会に付託され、
閉会中の継続審査になっていた平成19年度一
般会計及び各種会計の歳入歳出決算議案21件
については、すべて認定されました。

◇
田
辺
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
　

　
大
塔
団
地
及
び
本
宮
団
地
の
一

部
を
廃
止
し
、
本
宮
団
地
に
住
宅

一
戸
を
追
加
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
産
科
医
療
補
償
制
度
の
創
設
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
加
算

支
給
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

　
※
　
金
額
は
、
補
正
後
の
予
算
額

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
七
号
）

　
四
○
四
億
五
○
八
五
万
三
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
一
一
二
億
三
三
三
六
万
二
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

  
　
七
四
億
四
○
七
三
万
八
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
同
和
対

策
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
五
億
六
二
五
二
万
一
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
漁
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
　
　
三
億
一
七
八
四
万
二
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
四
億
七
五
○
四
万
一
千
円

◇
民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

　
滞
納
者
五
人
及
び
そ
の
連
帯
保

証
人
並
び
に
民
事
調
停
又
は
和
解

が
成
立
し
た
も
の
の
、
履
行
し
な

い
六
人
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
、

市
営
住
宅
の
滞
納
家
賃
等
の
支
払

い
を
求
め
る
民
事
調
停
を
申
し
立

て
る
も
の
。

◇
田
辺
市
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
秋
津
川
振
興
会

を
指
定
す
る
も
の
。
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◆
条
　
例
（
可
決
二
件
）

１１１１１

◆
補
正
予
算
（
可
決
六
件
）

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　　たなべ　T A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B ET A N A B E 　　　　　

発行　田辺市議会事務局発行　田辺市議会事務局発行　田辺市議会事務局発行　田辺市議会事務局発行　田辺市議会事務局

平成平成平成平成平成2121212121年年年年年２２２２２月月月月月

121 21 21 21 2月月月月月定例会の傍聴者定例会の傍聴者定例会の傍聴者定例会の傍聴者定例会の傍聴者ははははは1 1 31 1 31 1 31 1 31 1 3人人人人人(((((延べ延べ延べ延べ延べ)))))でした。でした。でした。でした。でした。

◆
そ
の
他
議
案(

可
決
十
件)

田辺市営住宅条例の一部改正など22議案を可決

平成20年12月定例会

　また、12月８日から11日までの４日間にわ
たり、12人の議員が一般質問を行いました。



田辺市田辺市田辺市田辺市田辺市議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより２２２２２

◇
田
辺
市
龍
神
総
合
交
流
拠
点
施

設
「
季
楽
里
龍
神
」
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
龍
神
総
合
交
流
拠
点
施
設
「
季

楽
里
龍
神
」
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
財
団
法
人
龍
神
村
開
発
公
社

を
指
定
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
龍
神
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
龍
神
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
有
限
会
社
龍
神
温

泉
元
湯
を
指
定
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
大
塔

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
大
塔
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
大
塔
村
観
光

事
業
振
興
会
を
指
定
す
る
も
の
。

◇
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
全
部
改
正
等
に

伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
。

◇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

◇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

◇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
以
上
三
件
は
、
住
宅
新
築
資
金
貸

付
金
及
び
宅
地
取
得
資
金
貸
付
金
に

係
る
債
権
を
放
棄
す
る
も
の
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
防
災
行
政
無
線
整
備
（
本
宮
地

区
）
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

◇
田
辺
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
議
員
へ
の
会
議
録
の
配
付
を
閲

覧
に
改
め
る
と
と
も
に
、
地
方
自

治
法
に
規
定
す
る
議
案
の
審
査
又

は
議
会
の
運
営
に
関
し
協
議
又
は

調
整
を
行
う
た
め
の
場
を
設
け
る

も
の
。

◇
田
辺
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
田
辺
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
費
用
弁
償
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◇
田
辺
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
田
辺
市
議
会
議
員
の
定
数
条
例
が

次
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
に
関
す

る
補
正
予
算
と
損
害
賠
償
（
一
件
）

の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
専
決
処
分
し
た
も
の
。

◇
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
（
二
件
）
の
額
を
定

め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専

決
処
分
し
た
も
の
。

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
任
期
満
了
に
よ
る
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
、
各
委
員
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
異
議
な
し
」
と
し
た
。

　
委
員
候
補
者
は
次
の
と
お
り
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

◆
意
見
書
（
否
決
一
件
）

◆
承
　
認
（
一
件
）

◆
議
員
提
出
議
案
（
可
決
三
件
）

◆
報
　
告
（
一
件
）

◆
人
事
案
件
（
一
件
）

　
　
　
　
　
　
　
藤
堂
　
俊
隆
氏

　
　
　
　
　
　
　
坂
本
み
や
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
西
畑
　
富
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
昌
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
平
谷
　
豊
子
氏

◇
裁
判
員
制
度
の
実
施
延
期
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　指定管理者制度とは、平成15年9月に施行された地方自治法の一部を
改正する法律（平成15年法律第81号）により制度化されました。
　それまでは、地方自治体の「公の施設」の管理運営は、地方公共団
体の出資法人や公共的団体等に限定されていましたが、法律の改正に
より民間事業者やＮＰＯ法人、ボランティア団体等の幅広い団体でも
できることになり、民間のノウハウを活用することにより、住民サービ
スの向上と経費の節減等を図ることを目的としています。
　田辺市では、平成18年９月から本格的に指定管理者制度を導入してお
り、現在、26施設において指定管理者による管理運営を行っています。

　※「公の施設」とは、
　　　「住民の福祉を増進する目的をもって、その利用に供するための施設」(地方

　　　自治法第244条）とされており、地方自治体が住民のために様々なサービスを

　　　提供するための施設。

▲季楽里龍神
▲ふるさとセンター大塔

▲定例会会議録
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田
辺
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

人
口
減
少
へ
の
対
応
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

問
市
で
は
、
「
第
一
次
田
辺
市

総
合
計
画
」
に
お
い
て
、
空

洞
化
し
た
市
街
地
や
過
疎
化
・
高

齢
化
が
進
む
山
村
地
域
の
再
生
を

図
る
た
め
、
居
住
環
境
の
整
備
を

は
じ
め
、
雇
用
の
場
の
創
出
や
安

心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、
若
年
層
を
中
心

と
し
た
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
で
若
年
層

や
青
年
層
を
視
野
に
入
れ
た
施
策

を
講
じ
る
こ
と
は
、
人
口
減
少
を

抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に

は
年
齢
構
成
の
均
衡
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
、
現
在
、
学
校

給
食
の
実
施
を
は
じ
め
子
育
て
支

援
の
推
進
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
の
整
備
、
企
業
誘
致
や
第
一
次

産
業
の
振
興
な
ど
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

答

上
流
の
集
落
を
守
る
た
め
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
山
間
地
域

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

問
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
社

会
経
済
の
変
遷
に
伴
う
人
口

流
出
や
、
そ
れ
に
伴
う
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
地
域
社
会
と
し
て

の
機
能
維
持
が
困
難
な
集
落
も
生

じ
て
お
り
、
人
々
が
山
間
地
域
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
移
動
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ

て
、
路
線
バ
ス
を
基
軸
と
し
た
住

民
バ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

診
療
所
送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
手
段
の
維
持
・
確
保

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
適
切
な
輸
送
形
態

の
実
現
を
目
指
し
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

答

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
て
い
た
平
成
十
九
年
度
各
種

会
計
決
算
を
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
十
二
月
定
例
会
初
日
に
委
員

長
報
告
が
あ
り
、
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
活
動
を
市
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

試
み
と
し
て
、
各
行
政
局
で
委
員
会
を
開
催
し
、
延
べ
２
４
１
人

の
方
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
の
は
、
何

議
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議
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を
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、
何

議
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傍
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の
は
、
何

議
会
を
傍
聴
さ
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る
の
は
、
何
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後
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会

　
　
今
後
、
市
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所
本
庁
で
の
本
会

　
　
今
後
、
市
役
所
本
庁
で
の
本
会

議
や
委
員
会
等
を
傍
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し
た
い
と
思

議
や
委
員
会
等
を
傍
聴
し
た
い
と
思

議
や
委
員
会
等
を
傍
聴
し
た
い
と
思

議
や
委
員
会
等
を
傍
聴
し
た
い
と
思

議
や
委
員
会
等
を
傍
聴
し
た
い
と
思

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
思
う
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う
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思
う
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思
う
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思
う
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思
わ
な
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思
わ
な
い
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な
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な
い
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の
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そ
の
他
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そ
の
他
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
無
回
答
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
無
回
答
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
無
回
答
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無
回
答
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無
回
答
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●
総
務
企
画
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
●
産
業
環
境
委
員
会
　

〔
開
催
日
〕
十
月
二
十
日
・
二
十
一
日
　
　
〔
開
催
日
〕
十
月
八
日
・
九
日

〔
会
　
場
〕
本
宮
行
政
局
大
会
議
室
　
　
〔
会
　
場
〕
大
塔
総
合
文
化
会
館

●
建
設
消
防
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
●
文
教
民
生
委
員
会

〔
開
催
日
〕
十
月
十
六
日
・
十
七
日
　
　
〔
開
催
日
〕
十
月
十
四
日
・
十
五
日

〔
会
　
場
〕
龍
神
行
政
局
大
会
議
室
　
　
〔
会
　
場
〕
中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

田辺市一般会計歳入歳出決算
田辺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
田辺市老人保健特別会計歳入歳出決算
田辺市介護保険特別会計歳入歳出決算
田辺市分譲宅地造成事業特別会計歳入歳出決算
田辺市公共用地選先行取得事業特別会計歳入歳出決算
田辺市文里港整備事業特別会計歳入歳出決算
田辺市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算
田辺市同和対策住宅資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算
田辺市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
田辺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
田辺市林業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
田辺市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
田辺市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
田辺市戸別排水処理事業特別会計歳入歳出決算
田辺市診療所事業特別会計歳入歳出決算
田辺市駐車場事業特別会計歳入歳出決算
田辺市砂利採取事業特別会計歳入歳出決算
田辺市木材加工事業特別会計歳入歳出決算
田辺市四村川財産区特別会計歳入歳出決算
田辺市水道事業会計の決算

　　　　　
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
に
つ
い

皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
に
つ
い

皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
に
つ
い

皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
に
つ
い

皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆認定された各会計決算区分☆☆認定された各会計決算区分☆☆認定された各会計決算区分☆☆認定された各会計決算区分☆☆認定された各会計決算区分☆ ☆
各
常
任
委
員
会
の
開
催
日
及
び
審
査
会
場

☆
各
常
任
委
員
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開
催
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審
査
会
場

☆
各
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任
委
員
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の
開
催
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び
審
査
会
場

☆
各
常
任
委
員
会
の
開
催
日
及
び
審
査
会
場

☆
各
常
任
委
員
会
の
開
催
日
及
び
審
査
会
場

答 問問答答 問
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※
質
問
項
目
を
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

　　　　　
〝〝〝〝〝

　　　　　
〞〞〞〞〞

■
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

※詳しくは、広報田辺(平成20年12月号)をご覧ください。

会
場
会
場
会
場
会
場
会
場
で
の
で
の
で
の
で
の
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
２
９
人
の
方

ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
２
９
人
の
方

ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
２
９
人
の
方

ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
２
９
人
の
方

ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
２
９
人
の
方

が
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

が
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

が
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

が
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

が
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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山
村
地
域
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て避

難
場
所
（
集
会
所
）

の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

の
考
え
は

問
指
定
避
難
施
設
は
地
域
に
お

け
る
利
便
性
や
施
設
の
規
模

等
を
勘
案
し
て
、
避
難
者
の
収
容

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
施
設
に
つ

い
て
指
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
て
の
指
定
避
難
施
設
に
お

い
て
必
ず
し
も
耐
震
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

災
害
時
に
は
職
員
等
が
施
設
内
外

の
安
全
確
認
を
行
い
、
安
全
性
が

確
認
で
き
た
場
合
の
み
避
難
施
設

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
崩
土
等
に
よ
り
指
定
避
難
施

設
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

な
ど
は
、
集
会
所
等
を
活
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
山
間
過

疎
集
落
に
お
け
る
集
会
所
の
耐
震

改
修
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

態
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
、
様
々

な
制
度
の
活
用
も
で
き
な
い
か
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

企
業
の
森
つ
い
て

市
と
し
て
森
林
保
全
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

森
づ
く
り
を
目
指
す
の
か

問
市
で
は
、
森
づ
く
り
と
し

て
、
森
林
資
源
の
循
環
と
保

全
が
両
立
し
た
林
業
振
興
を
図
り

な
が
ら
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の

確
保
の
た
め
に
、
人
工
林
の
間
伐

等
の
積
極
的
な
推
進
や
長
伐
期
林

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
後

の
植
林
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
伐
採
跡
地
の
一
部
に

お
い
て
、
河
川
の
水
量
回
復
の
た

め
、
水
源
の
森
づ
く
り
や
「
企
業

の
森
」
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
本
年
度
か
ら

本
宮
地
内
で
、
本
来
あ
る
べ
き
地

域
に
適
し
た
森
づ
く
り
を
目
指
す

「
熊
野
２
０
０
年
の
森
」
造
成
事

業
の
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、

「
イ
チ
イ
ガ
シ
」
等
、
本
来
の
土

地
に
あ
る
樹
種
を
植
栽
す
る
ほ

か
、
混
交
林
化
に
よ
り
、
熊
野
の

森
の
遷
移
を
探
る
計
画
を
し
て
い

ま
す
。

答

公
正
に
つ
い
て

市
が
情
報
を
開
示
し
た

く
な
い
場
合
に
、
個
人

情
報
保
護
を
都
合
よ
く

理
由
と
し
て
い
な
い
か

問
市
で
は
、
市
政
に
関
す
る
情

報
を
積
極
的
に
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

全
う
し
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
加

を
進
め
る
た
め
、
田
辺
市
情
報
公

開
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
公
文

書
は
原
則
と
し
て
開
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す

が
、
公
文
書
に
は
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
法
人
に
関
す
る
情
報
等

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い

こ
と
か
ら
、
個
人
等
の
権
利
利
益

保
護
等
の
た
め
不
開
示
に
す
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
条
例
に
は
類
型
化
し
た
不
開
示

情
報
を
列
挙
し
て
規
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
情
報
公
開
請
求
の
際
に

は
、
そ
の
規
定
に
基
づ
い
て
客
観

的
か
つ
合
理
的
な
判
断
を
行
い
、

市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
公

正
で
透
明
な
行
政
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
開
示
に
よ
り
個
人
の
権

利
利
益
等
を
害
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
情
報
公
開
制
度
を
適
正
に

運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
推
進
の
た
め

の
企
業
へ
の
働
き
か
け
は

ど
う
か

問
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
休

業
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
と

い
っ
た
関
連
法
や
制
度
の
周
知
を

行
い
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
等
を
推
進
す
る
二
十
一

世
紀
職
業
財
団
と
の
連
携
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
財
団
と
共
に
、
再

就
職
を
目
指
す
女
性
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
企
業
へ

の
働
き
か
け
と
し
て
は
、
企
業
で

の
人
権
意
識
の
高
揚
を
推
進
す
る

た
め
組
織
し
て
い
る
田
辺
市
企
業

人
権
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
研

修
会
や
関
連
の
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
組
織
で
は
、
会
員
の
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
行
う
人
権
研
修
に
、

市
が
講
師
の
派
遣
や
教
材
の
提
供

等
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
目

指
し
た
視
点
か
ら
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

答

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ

い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
た
場
合
、
市

民
へ
の
対
策
は
ど
う
か

問
市
で
は
、
住
民
に
対
す
る
情

報
提
供
を
行
い
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
意
識

啓
発
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出
現

を
可
能
な
限
り
防
止
す
る
た
め
に

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

変
異
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
発
生
を
予
防
す
る
必
要
が

あ
り
、
県
の
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
度
に

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部

体
制
」
を
構
築
し
、
国
及
び
県
と

連
携
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
社
会
不
安
や
風
評
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省

や
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
個

人
で
で
き
る
対
策
」
と
し
て
広
報

さ
れ
て
お
り
、
市
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
に
よ
り
、

啓
発
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 答

▲指定避難施設
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土
地
家
屋
に
対
す
る
税
に
つ

い
て

現
在
の
経
済
状
況
の
中

で
、
土
地
家
屋
に
対
す

る
税
が
加
重
に
な
っ
て
い

な
い
か

問
資
産
価
値
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
る
固
定
資
産
税
は
、
近
年

の
景
気
低
迷
に
よ
り
地
価
の
下
落

が
続
い
て
い
る
中
で
、
市
民
の
皆

様
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
市
町
村
に
と
っ
て
重
要
な
財

源
の
一
つ
で
も
あ
り
、
地
方
分
権

時
代
の
基
幹
税
の
役
割
を
果
た
す

も
の
と
考
え
ま
す
。
都
市
計
画
税

は
、
一
般
的
に
都
市
計
画
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
土
地

や
家
屋
の
資
産
価
値
が
上
が
る
こ

と
に
着
目
し
た
「
受
益
者
負
担
」

の
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
、
市
街

化
地
域
の
整
備
に
必
要
と
な
る
財

源
の
一
部
と
な
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
基
づ
く
賦
課
方
式

に
よ
り
、
賦
課
総
額
の
内
、
資
産

割
額
を
定
め
ら
れ
た
割
合
に
近
づ

け
る
よ
う
課
税
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
税
法
に
基
づ
く
、
こ
れ
ら

の
税
は
地
方
行
政
の
運
営
に
必
要

な
財
源
確
保
を
図
る
た
め
の
制
度

だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
課
税
す
る

答

旧
紀
南
病
院
跡
地
利
用
に
つ

い
て

図
書
館
の
建
設
に
当
た

り
、
も
っ
と
市
民
合
意

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

べ
き
で
は
な
い
か

問
市
と
し
て
は
、
病
院
跡
地
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と

が
、
市
や
地
域
住
民
に
と
っ
て
一

番
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
長

年
に
わ
た
る
議
論
の
中
で
積
み
上

げ
て
き
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
た
め

に
で
き
る
限
り
の
努
力
を
重
ね
た

上
で
の
計
画
で
あ
り
、
お
お
む
ね

賛
同
を
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
六
月
の
旧
紀
南
綜

合
病
院
の
解
体
撤
去
以
来
、
未
活

用
状
態
に
な
っ
て
い
る
状
況
や
跡

地
購
入
に
伴
う
社
会
保
険
庁
と
の

協
議
内
容
や
契
約
条
項
を
踏
ま

え
、
計
画
ど
お
り
施
設
建
設
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
、
文
化
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答

旧
紀
南
病
院
跡
地
に
建
設
予
定

の
複
合
文
化
施
設
に
つ
い
て

複
合
文
化
施
設
の
図
書

館
で
、
市
民
科
学
講
座

が
開
設
で
き
な
い
か

問
新
し
く
で
き
る
図
書
館
の
基

本
理
念
と
し
て
、
「
だ
れ
も

が
学
び
、
憩
い
、
情
報
を
活
用
で

き
る
、
暮
ら
し
の
な
か
の
図
書

館
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
で
は
、
子
供

た
ち
の
知
的
好
奇
心
や
学
習
意
欲

を
掘
り
起
こ
し
、
子
供
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
読
書
活
動
や
体

験
的
活
動
を
支
援
す
る
図
書
館
、

図
書
館
の
事
業
や
活
動
な
ど
に
市

民
の
知
恵
や
意
見
を
反
映
さ
せ
市

民
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
図
書
館
、
地
域
性
や
独
自
性

を
持
っ
た
主
催
事
業
を
行
な
う
図

書
館
を
活
動
の
方
向
性
と
し
て
挙

げ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
科
学
講
座
の
開

設
に
つ
い
て
各
関
係
課
及
び
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
よ

う
な
市
民
参
加
型
の
体
験
講
座
と

し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答

田
辺
市
の
教
育
に
つ
い
て

ゆ
と
り
の
中
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
教
育
を
行

う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
し
て
い
る
の
か

問
教
育
活
動
に
は
、
子
供
も
教

員
も
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
「
ゆ
と
り
あ
る
教

育
」
と
は
単
に
時
間
に
ゆ
と
り
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

子
供
た
ち
に
基
礎
基
本
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
さ
せ
た
上
で
、
じ
っ

く
り
学
習
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
の
で
き
る
教
育
活
動
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
教
員
が
事
務
的
な
仕

事
等
、
教
育
活
動
以
外
の
業
務
に

追
わ
れ
、
子
供
と
向
き
合
え
な
い

な
ら
ば
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
こ

と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
現
在
「
基
礎
基
本
の
徹

底
」
と
「
学
社
融
合
」
の
２
点
を

柱
と
し
て
お
り
、
特
に
学
社
融
合

で
は
、
地
域
・
保
護
者
・
学
校
が

一
体
と
な
り
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
教
員
の
負
担
軽
減

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
教
師
が
子
供
と
接
す

る
時
間
の
確
保
や
子
供
た
ち
の
基

礎
基
本
の
指
導
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答

児
童
生
徒
が
伸
び
伸
び
育
つ

た
め
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

田
辺
市
教
育
行
政
基
本

方
針
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

問
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
基

本
理
念
は
、
今
回
の
新
学
習

指
導
要
領
に
も
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
確
か
な

学
力
」
や
「
豊
か
な
心
」
、
「
健

や
か
な
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
が
相

互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の

専
門
性
、
自
主
性
、
創
造
性
を
存

分
に
発
揮
し
、
活
力
に
満
ち
た
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
学
社
融
合
を
推
進

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
向

き
合
う
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
、

教
員
が
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態

で
児
童
生
徒
の
指
導
に
あ
た
る
こ

と
で
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
学
校
を
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

際
に
は
市
民
の
皆
様
方
に
十
分
ご

説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　平成2 0 年２月に友好都市提携を結んだ綾部市では、
「水源の里条例」について及び「里山ねっと・あやべ」
について研修をしました。
　平成19年４月に全国の自治体の先駆けとして「水源の
里条例」を制定し、定住促進や特産品開発など限界集落
の再生に向けた取り組みについて説明を受けました。
　また、都市農村交流活動として取り組まれている「里
山ねっと・あやべ」については、事業の概要及び活動状
況等について説明を受け、施設見学を行いました。
　輪島市では、「能登半島震災後の復旧活動」について
及び「都市ルネッサンス石川・都市軸整備事業」につい
て研修をしました。
　平成19年３月25日の能登半島沖を震源として発生した
能登半島地震からの災害復旧活動や地震から学んだ防災
対策など、更には伝統産業「輪島塗」や輪島朝市など観
光都市として中心市街地の活性化を図るため整備された
「都市ルネッサンス事業」について説明を受け、現地視
察を行いました。
　今回の先進的な視察事例を参考に、今後のまちづくり
政策に役立て生かしていきたいと考えています。
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●実施日
平成20年７月28日(月)～30日(水）
●視察地
京都府綾部市
石川県輪島市

総務企画委員会総務企画委員会総務企画委員会総務企画委員会総務企画委員会

　　　　　　　　　　●出席委員( 委員数: ８名)
　　　◎塚　　寿雄　○佐井　昭子
　　　　真砂みよ子　　谷口　和樹
　　　　宮本　正信　　高垣　幸司
　　　　久保　隆一　　森　　哲男
　　　　　（◎委員長、○副委員長）

　豊後高田市では、「中心市街地活性化事業」について
研修をしました。
　中心市街地活性化を目指したまちづくりの先進事例を
学ぶため、商業と観光の一体的な取り組みを進めている
｢豊後高田昭和の町づくり｣について、事業概要及び取り
組み状況等の説明を受けました。
　唐津市では、漁業振興の成功事例を学ぶため、｢水産
物の保全畜養技術開発事業｣の取り組み状況について説
明を受け、関係施設の見学を行いました。この事業は、
呼子イカの搬送・養殖技術の確立研究開発事業を行い、
ブランドの確立、漁業経営の安定化を目指したものであ
りました。漁業の低迷が続く中、漁業経営の安定化を目
指し思い切った施策が必要であると感じました。
　福岡市では、｢ごみの最終処分場及び跡地利用｣につい
て研修をしました。
　ごみの最終処分場については｢西部埋立場｣にて、跡地
利用については、｢今津運動公園｣ 及び｢ 今津リフレッ
シュ農園｣において事業概要等説明を受け、施設見学を
行い、この跡地利用については非常に参考になるもので
ありました。
　今回の先進事例を参考にして、今後のまちづくりにつ
いて、さらに提言を行っていきたいと考えます。
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　　　　　　　　　　●出席委員( 委員数: ７名)
　　　◎白川　公一　○松下　泰子
　　　　久保　浩二　　棒引　昭治
　　　　吉田　克己　　松本　平男
　　　　吉本　忠義
　　　　　（◎委員長、○副委員長）

▲佐賀県唐津市での視察研修

産業環境委員会産業環境委員会産業環境委員会産業環境委員会産業環境委員会

●実施日
平成20年10月29日(水)～31日(金)
●視察地
大分県豊後高田市
佐賀県唐津市
福岡県福岡市

▲石川県輪島市での視察研修
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▲大分県佐伯市での視察研修

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　　　　　　　　　　●出席委員( 委員数: ６名)
　　　◎田中　康雅　○陸平　輝昭
　　　　鈴木　太雄　　中本　賢治
　　　　大倉　勝行　　山本　勝一
　　　　　（◎委員長、○副委員長）

▲青森県青森市での視察研修

●実施日
平成20年10月22日(水)～24日(金)
●視察地
秋田県大館市
青森県青森市

建設消防委員会建設消防委員会建設消防委員会建設消防委員会建設消防委員会

　大館市では、「公共下水道事業」について、先進地の取り組み事例
を研修しました。
　全国的にみても下水道事業が大きく立ち遅れている本市にとって、
今後実施に向けた準備を進めていく上での参考にすべく、事業の概要
や今後の課題等について説明を受けました。事業実施には多額の財源
が必要になりますが、快適な環境のまちを目指す上では重要な事業で
あり、これからの進め方について参考になりました。
　また、全国的にも課題となっている「消防広域化」について、国の
基本方針のもと、県の広域化推進計画に基づきブロック内でのさまざ
まな課題について協議を重ね準備が進められており、現在の取り組み
や進捗状況等説明を受けることができたことは、これからの取り組み
の参考になりました。
　青森市において、「青森駅周辺整備事業」について研修をしまし
た。特に、総合交通ターミナルの整備は、駅前広場の改修についての
事業概要、取り組み状況及び課題等について説明を受け、これからの
駅周辺地区における中心市街地活性化に伴う事業を進めていく上での
参考になりました。
　今回の視察研修事例を参考にし、魅力あふれるまちづくりに向けて
取り組んでいきたいと考えています。

文教民生委員会文教民生委員会文教民生委員会文教民生委員会文教民生委員会

　　　　　　　　　　●出席委員( 委員数: ７名)
　　　◎山本　紳次　○安達　克典
　　　　川﨑　五一　　山口　　進
　　　　宮田　政敏　　天野　正一
　　　　岡﨑　宏道
　　　　　（◎委員長、○副委員長）

●実施日
平成20年10月27日(月)～29日(水)
●視察地
福岡県筑後市
大分県竹田市
大分県佐伯市

※　行政視察の内容は、紙面の都合上、委員会視察報告書を一部抜粋して紹介しております。

　筑後市では「ちっごの生命をつなぐ食育条例」について研修しまし
た。
　この条例は環境の変化により食に対する意識が希薄になってきたこ
とから、市の特性をいかした食育を推進するため制定されたもので、
この条例に基づき策定した「ちっごの生命をつなぐ食育推進計画」は
全市民的な運動を目指し、分かりやすいキャッチフレーズをつけて市
民一人ひとりの取り組みを促すものとなっており、行政だけでなく市
民や関係機関が一体となって取り組む計画で、全庁的な取り組みや具
体的な数値目標の設定は、食育だけでなく各種計画の策定及び推進に
も通じるもので大変参考になりました。
　また、「子育て支援拠点施設“おひさまハウス”」についても研修
を受け、施設見学を行いました。
　佐伯市では「長期総合教育計画」について調査をしました。
　この計画は、市が平成１７年３月に合併したことから、合併後の教
育について全市的なビジョンを明確にするため今後１０年間を見据え
て策定したものであり、経費負担を削減し、かつ実のあるものとする
ため、外部委託によるものではなく、実情を知る教育委員会の職員に
よる手作りで作成されたとのことでした。また、平成２０年秋に開催
された「おおいた国体」について、主に市の取り組み経過や施設整備
に関する説明を受け、実際に使用された競技施設の見学を行いまし
た。
　このほか、竹田市では「竹田薪能」及び「おおいた国体」について
説明を受け、関連施設を視察しました。
　こうした先進事例を参考に、今後のまちづくりに生かせるよう努め
ていきたいと考えます。
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11月26日  １日目　委員長報告（決算）・議案審議・議案の提案説明
12月８日  ２日目　一般質問（３人）
　　９日　３日目　一般質問（３人）・追加議案の提案説明
　　10日　４日目　一般質問（３人）
　　11日　５日目　一般質問（３人）・議案に対する質疑及び付託
    18日　６日目　委員長報告・議案審議

ぎかいかつどうにっし

10月８日　産業環境委員会（平成19年度決算審査）
　　９日  産業環境委員会（平成19年度決算審査）
　　14日  文教民生委員会（平成19年度決算審査）
　　15日  文教民生委員会（平成19年度決算審査）
　　16日  建設消防委員会（平成19年度決算審査）
　　17日  建設消防委員会（平成19年度決算審査）
　　20日  総務企画委員会（平成19年度決算審査）
　　21日  総務企画委員会（平成19年度決算審査）
11月20日　議会運営委員会（12月定例会運営について）
　　25日  文教民生委員会
         （田辺第一小学校校舎建築工事について）
　　26日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　〃　　産業環境委員会（委員長報告について
　　〃　　建設消防委員会（委員長報告について）
　　〃　　文教民生委員会（委員長報告について）

12月９日　高速道路及び国道バイパス促進特別委員会
　　　 　（近畿自動車道紀勢線田辺～すさみ間の進捗
          状況等について）
　　10日　議会運営委員会（12月定例会運営について）
　　11日　文教民生委員会
         （田辺第一小学校校舎建築工事について）
　　12日　産業環境委員会（付託議案審査について）
　　〃　　建設消防委員会（付託議案審査について）
　　15日　総務企画委員会（付託議案審査について）
　　〃　　文教民生委員会（付託議案審査について）
　　18日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　〃　　産業環境委員会（委員長報告について）
　　〃　　建設消防委員会（委員長報告について）
　　〃　　文教民生委員会（委員長報告について）
    〃  　議会運営委員会（最終日の日程等について）

　　　　　
次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

（（（（（
３３３３３
月
定
例
会
の
報
告
）

月
定
例
会
の
報
告
）

月
定
例
会
の
報
告
）

月
定
例
会
の
報
告
）

月
定
例
会
の
報
告
）

≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫
　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局
　　〒　　〒　　〒　　〒　　〒6 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 5 　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地
                         ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　0739-26-99400739-26-99400739-26-99400739-26-99400739-26-9940（直）（直）（直）（直）（直）
                         ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　0739-25-55790739-25-55790739-25-55790739-25-55790739-25-5579
     E-     E-     E-     E-     E-ｍｍｍｍｍailailailailail　　　　　gikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jp
     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

８８８８８

☆本会議☆本会議☆本会議☆本会議☆本会議

☆委員会等☆委員会等☆委員会等☆委員会等☆委員会等

　議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ

りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。

　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。

　市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・1 21 21 21 21 2 月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。
　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。
　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。

次 の 議 会 は ３ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ３ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ３ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ３ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ３ 月 定 例 会 で す
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